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今期の指定管理者の管理運営状況（１～６の結果を踏まえた総合評価）

（総合評価の基準）
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１　管理運営等の状況

（評価の目安）
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

(1) 事業の実施状況

モニタリング結果報告書（平成25年度上半期）

＜１管理運営等の状況＞
　事業計画書の内容に沿って、民間企業ならではのノウハウを生かした管理運営を行っている。また、入居者からの様々な
要望等に応えられるよう、自治会や地域、地域企業との連携強化や窓口受付時間の延長など、積極的に取り組みを行ってい
る。
＜２収支状況＞
　修繕工事については、予算的に大変厳しい状況にあるが、修繕内容の見直しを行いつつ入居者からの要望にできるだけ応
えられるよう工夫をしながら修繕費の抑制に努めている。
＜３利用状況＞
　利用状況（入居世帯数）については、評価の対象としていない。
＜４利用者の満足度＞
　利用者満足度調査については、下半期に実施予定。
＜５苦情・要望等＞
　苦情・要望等については、隣人トラブル等指定管理者に起因しないものがほとんどであるが、きめ細やかに対応し、入居
者の居住環境の向上に向けて積極的に取り組んでいる。
＜６事故・不祥事等＞
　特になし。
＜今後の方針等＞
　下半期においても、引き続き修繕費が大変厳しい状況にあるが、入居者サービスの質を落とさず、より一層効率的・効果
的に指定管理業務を遂行していただきたい。

施 設
指 定 管 理 者
指 定 期 間

株式会社東急コミュニティー
県営住宅等（横須賀三浦地域）

H24.4.1 H29.3.31

提案内容
維持修繕業務において、有資格の職員配置や地元
専門業者との連携による迅速な対応を行う。

緊急修繕対応件数　３７５件

実施状況等

施 設 所 管 課

Ｂ

公共住宅課 住宅営繕事務所

Ｂ評価

：極めて良好な管理運営状況である。
　（「１　管理運営等の状況」を含むＡが３つ以上で、ＣとＤが１つもない場合）
：良好な管理運営状況である。
　（Ｃが１つ以下でＤがない場合）
：一部改善が必要な管理運営状況である。
　（Ｃが２つ以上の場合。または、Ｄが１つの場合）
：抜本的な改善が必要な管理運営状況である。
　（Ｄが２つ以上の場合）

（

指
定
管
理
業
務
）

1

：事業計画、仕様書等の内容を上回る事業を実施した。
：概ね事業計画、仕様書等の内容どおりに事業を実施した。
：事業計画、仕様書等の内容のうち、一部の事業を実施していない。
：事業計画、仕様書等の内容のうち、半数以上の事業を実施していない。



(2)月例報告書による確認状況

月報
確認

現場
確認

電話
確認

○ ○ ○ 無

○ ○ ○ 無

○ ○ ○ 無

○ ○ ○ 無

○ ○ ○ 無

○ ○ ○ 無

※基本協定書上の月報等提出期限 の 日まで

備考（指導事項等）

7月3日

８月 9月13日

９月

６月

５月

翌月 15

11月8日

8月9日

10月9日

受理日

5月15日

6月14日

９月２２日（日）10：00～12：30　大明寺団地
関東学院大学学生ボランティアによるミニコンサート
及び入居者との交流会、食事会
参加入居者５３名

指
導
等
の
有
無

10月15日

8月15日

県営住宅等を取り巻く様々な課題についての取り
組みとして、地域大学ボランティアとの連携によ
る団地の活性化や新聞販売店と連携した高齢者の
見守り活動を実施する。

7月12日

７月

報告月

４月

9月13日

提案内容

確認方法

実施状況等

2

（

自
主
事
業
）

確認
通知日

5月31日



２　収支状況

（評価の目安）

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

① ② ③

※その他収入の内容

注：千円未満を切捨てているため、合計は一致しない。

収支状況に関する確認等

4,706

333,040

261,099

28,517

32,016 22,670

0

0

261,099

0 333,040

12.6%

17,829

参
考

上
半
期
実
績 ９月

上半期合計

５月

今年度

上半期

下半期

７月

下半期

▲ 14,090

2,784

28,518

0

財源の確保が不透明であったため、一部の修繕については、当面の間執行
を見送っていたこと及び下半期における台風被害等による修繕費増が懸念
されたことから、上半期においては緊急を要しない案件以外は修繕の発注
件数を減らすとともに、発注時期を遅らせることとしたため。

該当なし

③

②

対前年度
上半期実績比

①

該当 収支計画と異なる理由等

事業収入、補助金、助成金、寄付金、参加者負担金、預金利息、雑収入等から該当するものを記載

支出の増減（収支計画対比±
10％以上）

0

その他収入 収入合計利用料金
収支差額

0

確認項目

前年度
上半期実績合計

17,618

0

4,516

12,912

9,346

12,601

164,733

４月 17,117 17,117

333,040

141,906 141,906

191,134

うち納付金

141,906

191,134191,134

収入額（自主事業収入は除く）

指定管理料

72,647

425,832

72,647

0

収支計画（支出額）と比較して
：収支状況が良好である（収支差額のプラスが10％以上）。
：概ね計画どおりの収支状況である（収支差額がプラスマイナス10％未満）。
：計画と異なり、収支差額に10％以上20％以下のマイナスが生じている。
：計画と異なり、収支差額に20％を超える大幅なマイナスが生じている。

00

単位：千円

募集時の県積算額
（参考）※県費のみ

年
度
計
画

上半期

前年度

261,099

164,733

0

評価 Ｂ

0

72,647

425,832425,832

支出額

124,077

164,733

32,016

28,518

28,517

18,120

164,733 138,839

▲ 13.9% -10.6%

８月

対収支計画比

141,906 141,906 0

17,618

0.0%

0

26,035

42,608

６月

▲ 12.6%

0

0.0%

15,336

×
収支差額のマイナス（上半期
収支計画支出額対比）

×

○

収入の増減（収支計画対比±
10％以上）

2,482

18,120

164,733

0

該当なし

25,894



＜参考＞
本施設について県が支出した（する）計画修繕工事・各所営繕工事等に係る修繕費等

今期に行った資本的な収入及び支出等の状況

箇所：１１団地
内容：建替工事、住戸改善工事（老朽化した水周りを中心とした住戸内の改善工事
等）

　基本協定において、県が負担することとしている修繕費等：

0

総額 954,882

収入：定期預金の取り崩し、借入れによる収入等
支出：車両の購入、施設の増改築、定期預金の積立て等
積立等：施設の増改築のための積立・借入れ、定期預金等

支　出

0

0

金額（千円）

0

0

0

積立等

0

0

0

内容

工事箇所・内容（金額）

金額（千円）

収　入

管理施設の改修（施設の資産価値の増加又は耐用年数の延長につながるもの）、改造、増築又は移設の
ための修繕費等

※修繕費総額については、全地域の年間予算額

（期首）

（期末）

0



３　利用状況（入居世帯数）

※入居世帯数を記載しており評価の対象としていない。
（評価の目安）

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

世帯 世帯 ％

世帯 世帯 ％

世帯 世帯 ％

世帯 世帯 ％

世帯 世帯 ％

世帯 世帯 ％

％

人 人 人 ① ％ ② ％

人 人 人 ％ ％

人 人 人 ％ ％

※目標値の設定の有無
期間 その他の場合の期間

基準 その他の場合の基準

利用状況に関する確認等

＜参考＞
施設の最大利用可能人数

※複数の施設がある場合は個別に記入する。

半期 0 0 0 0 0 0 0

年間利用
可能日数

最大人数 0 0 0 0 0 0 0

合計

定員（１日あたり
の延べ人数）

0

リストから選択

96.4

前年対比±5％（前年同期対
比増減率105％以上または
95％以下）

合　計 ―

―

②

上半期計

合計

８月

下半期計

６月

７月

4,788４月

前年同期対比増減率

前年同期
利用者数

５月

入所施設等定員がある場合、定
員比で
Ａ：100％
Ｂ： 90％以上
Ｃ： 80％以上
Ｄ： 80％未満

目標利用者数等を設定していな
い場合、前年同期対比増減率で
Ａ：105％以上
Ｂ： 95％以上～105％未満
Ｃ： 85％以上～ 95％未満
Ｄ： 85％未満

確認項目

①
目標対比±5％（目標値対比
増減率105％以上または95％
以下）

評価

目標利用者数
（または定員数）

4,759

利用者数
前年同期
対比増減率

目標（定員）
対比増減率

―

リストから選択

―

－

―

4,624

前年同期入居世帯数

９月 4,626

4,590

4,791

4,7744,601

4,617

96.4

96.4

96.4

－

―

リストから選択

―

該当 理由及び対応策

－ － －

97.3

96.4

4,754

4,799

今年度上半期利用者数が、
目標対比増減率で
：105％以上
： 95％以上～105％未満
： 85％以上～ 95％未満
： 85％未満

入居世帯数

―

4,616



４　利用者の満足度（アンケート結果）

（評価の目安）

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
－

（ ）

※今年度の実施予定 上半期 回 下半期 回 その他
※配布・回収件数 配布 件 回収 件 回収率 ％
※実施方法

５　苦情・要望等

（評価の目安）
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ

報告件数

（ 0 ） （ 6 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ ）

苦情・要望等への対応

※　指定管理者に起因するものは必ず記載。その他、苦情・要望への対応を行ったものを記載。

該当あり

住宅営繕事務所と適宜対応について打ち合わせを行うと
ともに、訪問指導、注意文書投函、注意チラシ掲示など
できめ細やかに対応し、関係機関や自治会の協力も得な
がら、引き続きトラブル防止に努めている。その他

6

概要

近隣トラブル、動物飼育等の迷惑行為に対する
苦情について

80

対応状況

施設・設備

事業内容

上段：報告件数
下段：報告件数のうち所管
課受付分

分野

0 0 0

職員対応

電子メール対面 簡易アンケート等電話

リストから選択

評価 －

とても
悪い

良い 悪い

0
0

「満足」（４段階評価及び５段階評価の場合、上位２段階）と答えた割合が
：80％以上
：60％以上～80％未満
：40％以上～60％未満
：40％未満　又は（Ａ～Ｃにかかわらず）「不満足」と答えた割合が50％以上
：今期は実施していない

総合満足度の回
答結果

5 75

1

とても
良い

上位２段階
の割合

合計普通

合計

リストから選択

上半期報告件数
文書

リストから選択 リストから選択

評価 Ｂ

：要望等を積極的に把握して改善を行う等、サービス向上を図った。
：指定管理者に起因しない苦情・要望等があったが、適切に対応した（苦情・要望等がない場合も含む）。
：指定管理者に起因する苦情・要望等があったが、適切に対応した。または、指定管理者に起因しない苦情・要望等が
あり、適切に対応していない。
：指定管理者に起因する苦情・要望等があり、適切に対応していない。

口頭

手紙



６　事故・不祥事等

（評価の目安）
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ

発生状況及び対応状況

随時モニタリングの実施状況

（ ）

（ ）

（ ）

該当なし

該当なし

事故等の概要

：事故・不祥事等を防止するために積極的に取り組み、事故等が発生しなかった。
：軽微な事故・不祥事等が発生したが、適切に対応した（事故等が発生していない場合も含む）。
：事故・不祥事等が発生したが、適切に対応した。または、軽微な事故・不祥事等が発生し、適切に対応していない。
：事故・不祥事等が発生し、適切に対応していない。

評価 Ｂ

原因・問題点

経緯・調査内容

下半期実施予定

実施日
（事故発生日）

調査結果等

指定管理者の対応状況・改善策等発生日


